
（別紙３）

～ 令和　７年　12月　25日

（対象者数） 22 （回答者数）
20

～ 令和　７年　12月　25日

（対象者数） 8 （回答者数）
6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

今後、保護者支援の一環として、保護者会等で、児童の成長

を伝える機会を持つことや、保護者同士の交流の機会を提供

していく。

共通理解を持つことだけでなく、一緒に学びを深める機会や

こどもの発達や成長を理解する視点を伝えていく。

2

今後も事業所のイベント等を通してたくさんの経験をしても

らいながら、ご家庭でもおこなうことができるようフィード

バックできるようにしていく。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

父の会や母の会など普段とは違う会合の開催を実施していき

たいと考える。同性間での問題への取り組みや悩みの共有を

行っていくことで交流をより持てるような取り組みを開催し

ていく。

2
交流を持つ施設との子どもたちの交流会を検討・調整してい

る。

3

○事業所名 放課後等デイサービスエポック

○保護者評価実施期間
令和　７年　12月　10日

○保護者評価有効回答数

令和　７年　12月　10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和　８年　1月　10日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等に

より、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしている

か。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援を

しているか。

保護者会の開催はしているが、保護者同士の交流に対してのア

プローチが弱いように感じる。

放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活

動する機会があるか。
地域の他の子どもとの活動は多くないと感じている。

日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達

や課題について共通理解を持っている

・送迎時の申し送りを重視していることに加え、おたよりの配

布や日々の写真など、こどもの発達の状況や課題について話を

する機会、共有する機会を豊富に設けている。

活動プログラムが固定化しないように工夫している

ご家庭では行くことが困難な場所や挑戦してみたいけれども、

初めての場所や体験をご家族で行うことが不安だとご相談が

あった際に施設で一度体験をすることができる。

事業所における自己評価総括表公表


